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?と … 8世紀 パトリキオス一(Maur)ikios 8世紀 プロトスハタリオスrヱル刈ツセノス 767-772 ' ハトリキオス
アルタパスドス 778 
9 1-5 カエル=ガングリアノス 798以前
10 アエティオス 初2
11 パルダネス=トゥルコス 802-803 ハトリキオス
12 レオン 8LO・811，811-813 パトリキオス
13 マヌエル 813，829 パトリキオス
ー
14 クラテロス 819 パトリキオス 一
15 フォテイノス 826 ハトリキオス一 一一一
16 アエティオス 幻8 パトリキオス
17 ヨハネス 9世紀 パトリキオス
18 テオドロス 9世紀 プロトスパタリオス
19 テオドトス=メリッセノス 855以前(制0年代) パトリキオス
20 アンドレアス=クラテロス 868 パトリキオス
21 アエティオス 9世紀後半
22 パシレイオス 9世紀""10世紀 プロトスパタリオス
23 レオン 9世紀後半
24 レオン=クラテロス パシレイオス 1世時代 パトリキオス
25 ニケフォロス 9世紀末""10世紀初頭
26 レオン=フォーカス 9世紀末""10世紀初頭? パトリキオス
27 パルダス=フォーカス 910-919 パトリキオス

































































































































l小アジアとパJレカン下鳥の気候については、基本的に M.F.Hcndy，Studiesil the BYZOlltillemolletary 
ecollomy，.3ω-1450，Carnbridge，1兜 5，pp.21・68.に拠った。
2 cf.F.Mcijcr & O.van Nijf(ゆ .)，Tra:le，TrrDISpor1 alld Socieげ illhe Ancient World:A S ourre Book， Lon勘九















































だが、ピザンツ帯同を古代のローマ帝国と向 4 視することは許きれない ローマ帝同とピザン




3 cf.E.Malamut，Les llesdel'Empire Byzoltin vllr .XII' siecles，Pam， 1989 (以下、Malamutと略)，pp.51-ω.
4 cf.W.Tr，ωdgold，The By:.anliel Revival 780・842，Stanf ord，l兜8(以ド、 γrcadt，'OIdと略)pp.43-45.747刈8
年のペストについてはさしあたって拙稿「ニケフォロス 1Iltの対スクラヴイニア移住政策-9世



































1 J. B. Bury，'Thc Constilulion of lhe Lalcr Roman Empiピ'，in:Se/ected EssのIS 01 J.8.Buりん
Cambridge，l930，pp.99・125.(初1は1910)
1 H.-G.B似，-Rcぉ Publi(沼 Romana:Von S凶雌nJccnar BY'訓linerて拘er. Akad der Wiss. K/. 
SilZIlfl8sberichte ，1970，S. 7 -41. :cf.渡辺金一 Iコンスタンティノーフル千年一散命劇場-J、岩波新書、
19851ド。































30 行っていたのかについて、断}J1的ながらも新たな情報が提供されるようになっている c Rギュイ
ヤンやヴィンケルマンらの研究がその代表である九本稿ではこうしたフロソボグラフィーωf究の
1 J.B. Bury，lmperiaJ adninistrative syslem i/l tla Ilillh cell1l1ry，Lon也n，I911 (以下、 Buη(1911)と
略):N.αkonomi~，Les Lislω、dePres白 IceByzolllinc街灰，el X' siec/es，Pans，I972 (以 F、uSICSと
略).:F. Winkclmann，Byzo1l1ilischell Rang-111(/ AmterstrllklU' im 8. Il1d 9. Jalvlulllderr，Bcrlin，1985. 
1 R.Guilland，Til附 elFOIlClions de /'Empire均ZClIlli n， Lon也n，I976.:F.WinkcJm剖 n，QuelletlSludienZI' 
herrsrhem勧1Klasse vonめIZ1l11こim8. Imd 9.Jahrllllndert，&:巾n，I987.(以F、Wlnkclmannと略):M.W. 
Hcrlong，Kinship加 dS∞ial Mobility in By加 ltium717・959(Ph.D.lhcsisof lhc Catholic Unlycrsity In 






























COlllrihlll;on 10均:all;lIeProsopogroplly，Lon<bn，)鰍(以下、 Polcmisと略).:J.F.Vannicr，FamilJes 
Byこαllfilles:l.esArgyroi( I~ -XJr siedes)，Paris， 1975(以ド、Vannierと略).:J.-C.Cheynet， "Lcs Phαas"，in:G. 
Dagron & H.Mlhaescu (伺s.)，LeTraile 5"r 10 gllerilla de /'empereur Nicellore P加 cω，Pans，)986，pp.289・315





































1 スラヴ人の侵入に関してはJ.V.A.Finc，Jr.，The EarlyMedie岨 1Ba/kolls:A crilical sllrv~y frOIl I!le SiXlh 




















である。また pracfCClUS praetorioの下僚であったロゴテテース ・トゥー ・ドゥロム一、ロゴテテー




iテマの成立と発1J.JJ:については、 R.-J.Lilic，Diebywl1illisc/Je Reaktioll (J]ゲ(4e A us brei 1lI1lg tler A mber: 
SlIuliel ZlIr Strulallrwalldlllllg des bY'l.(/l1ili.w:Iu>.¥' Staotes un 7. 1I1t1 8. Jah，lumdert. Munchcn， 1976 (以下、
Rα1kuonと略).:Id，-"Thrakien" und "Thrnkcsion": Zur by祖 nlinischenPmvinwrg抑制ionam Ena ck:s 
7.Jahrhun也市"，J(jIJ26( 1 977).S. 7-47.: id ，-Die 7.WCI hunanj油ngcRcfonn:Zu an Anfangen 伽 Themcn-
orga.l1lsalion im 7. und 8. J油rhunart".BS 45(1984).S.27-39.:J.F.Haほ>n.JJYZ(J]liumil Ihe sevel1th 
relltllry:The trrDufon71a-tiol 01 a Clllre，Cambridge. 1朔 (以下、 HaJ仙d伽)n叫(1ら矧卿駅別)乃)と略) .卯p仰p.2武(英降即ふω25匁匁3.:
l以正仏L
63玄.:id ，''Mi川lil凶白y Scrvi∞，Milil凶ary La却nds，釦d lけ山hc Slalus 0ぱrSoldi量er尽肱3芯:Cu円rrcnl Pr巾oble叩ms ar叩nd Inler-
pr'代cω凶1ωon郎S"ぺ'.DOP4抑7(いl卯3).pp.1・67.:W.Treadgold，'1'hc Milltary Lands andthe 1 m戸ria1Estales In the Middle 
By/anllne Emplピ，HuwurfUkru1li(DI Stll(DeS 7( 19R3)，pp.619-631.:中谷功治 「テマの発展一軍制から
みたピザンテイオン帝国一J r占代文化J41、1989年、8-21$t:同 fテマからテマ制へ テマ制度
の成立時期をめく.ってーJ r待持山論議』第21号史学筒、 19前年.29・51民。
2 Haldon( 19気)，pp.201-207.:cf.N.Olkonomides.'・SllkTradeandProduClion in BY/Afltium from the s円lhto山c

































I Lilic，S.48-53.:cf.マックス・ウェーパー (tu:品兄ぷ郎訳) r文配の社会学J 1. il文字1:、1960年、
229・230頁.
1 cLP.Brown."A Dark-Agecrisls:ac;pc<:LS of thc 1∞r肌 l制 ic∞nlroversy"'，EHR83(げ刀)，pp.1・34.
3 W.LicbeschUeLZ，'寸heEndof lhc ancienl cilyぺIn:J.Rich(品)，Tlle City j1l U1Ie A1I，iqlily，Lona.>n.I992，pp. 
1-49.:J.F.Ha1don，op.cit.，pp.41・53.:Haldon(1供泊)，pp.395-402.
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? ? ? ?
? ? ?久
末期の社会は元行政期に比べると疏動性が向かった。 1くHopkins，"S民 ialMobility in the LalcrRoman 
1 1 ( 961)，pp.239・249.:A.H.M.sel加 j(new QlllD1erly of Ausonlus"，Cla5sico/ Empm:::The Eviancc 
Joncs，'The Caslc Sustem Is thc Latcr Roman Empire，"Eirelle 8(197旬、pp.79・96.:A.Dcmand，DieSpaJ-
αmike:Romische Geschichle von Dioclelian bis JlIslillian 284・565n.Chr.，Munchcn、1989，S.275. 
Hcrlong，pp.3ト32.:rl谷功治「テマ反乱とピザンツ帝国一l レオン3世に|則してはさしあたって、
Iテマ=システムjの展開ーJr商洋史学J1M{ 1兜η，pp.22-40.
2 テマ ・オプシキオンのみは長官の職名がスト ラテーゴスではなくてコメスである。オプシキオ
ンの'11央軍としての占代末期の地位に由米。







































I MaJamul，pp.297-3侃.:H.AhrwCllcr，sywllceet 10 Mer:la川町lede guerre，la polit;qle el les ;llst;tlllioflJ 






































S メリツセノス家については、 S.Stavrakas川leBy7.anuncProvincial日ite:Asludy in叙"lCialrclationshlps 
duringlhc Ninth andTcnth Ccnturics，Ph.D.thcsis ofUnvcrsity of Chicago，げ78(以下、Stav.と略)，pp.37・42・
モノマコス家は 1 Ilt紀の¥W;:コンスタンティノス 911tモノマコスの一族.初出は8I1上紀末のニケ

































、Th∞dosiusMclitenus.Clvol/ograpltia，MUnchcn.1859 (以卜、 ThMと断)，p.214，Lco Gmmmaucus 
Clvollographia ，Bonn ，1842 (以下.しGと略)，pp.303・3ω，GcorgillSConllnllalus A，C/vol1ograf山(/，Boon，
1838 (以下、 GCAと略).p.890.Thcophanes Conlr nualus，Clvol/ographi礼Bonn，l83お(以下、 T引hCと附)，P p 3 切吹町'氾Gωω∞附rglUS
偽 ThC p.208凡幻'ヱ2却 . 
5 (.1. W. Trcadgold， "The Revi val of By7.anli oc凶lITlrngand Ihc Revi、叫 ()fthe Byt.antinc S凶 c"，AHR 
84(1979)，pp.1245・1266.:C.Mango，"Thc Availab山ty01 Books In Ibc By必nlrneEmpl陀・A.D.750-850・'，in:







































3 Vita Sallrti 1ωIl1iri，ln:AASS Nodl・1、1894，pp.334-335，337・338.





















775 年にコンスタンティノス 5 慨が没した後、ピザンツ帝国の I~~-mは目まぐるしく交持した。





















































ある. 守~3 布・第4 草参照。




























































以上~するに 802 年のクーデターからは、コンスタンティノ ー・ブルのt:)f~たちとタグマタとい
う、ビザンツ帝同の政局を大きく左右するようになる新たな政治的勢)JのJ&Hが明確に看取でき
10 の ・人である。 10 る。 811t紀中縦、コンスタンティノス 5世の時代に本格化した'11央集織化傾向は、このような新
このク データ へーのほかの参加者も、同織に中央政縦の拙尚幹部である。すなわちクアイスト しい政治勢J;の出引をももたらしたのである。 911t紀に入って中央集撤化がさらに進むにつれ、

















































3例えば810年 10凡など。 Theoph.p.488. 

























1 loscph Genesios，Reguln Uhri Quoftuor，Berlin， 1978 (以F、Gen.と略)，p.26. 




















































































427.ThcαJorus SludllCS，EpisTulae ，420. 
3 ScripTor Il/cerTlωde Leolle Armellio.Bonn，l842，p.359. 
~ 1.批判cnko，"W凶 lhcrctotalitarianJsmJn Byzantium?: Conslantinoplc's conlrol overits Asialic hintcrlandin 
























































































I cf.J.B.Bury.A Hislory ollhe白'slemROI附 " Empireオmnlhe lall ollret/l! 10 Ihe accessiotl 01ぬrilf(A.D.
初2・867J.London.1912(以下、 Buη(1912)と略)，pp.120・125.:J.Rωscr:寸HEOP叩LUS(819・842):Popular
Sovcreign，HalCd Pcrsccutor"，Bywnriα加 3(1兜3)，pp.37・56，pp.43-45.



































1 ThC p.44. 
) ThC p.44.:cf.Gcn.p.21. 
4 Trcadgold，p.2お.
月ThCpp.33-40，Gcn.pp.15・21，ThMpp.凶4-145，LGpp.210・111.










































































3 Vi/a SanCli Alllollii .I1111ioris.ln:Prm切 lavlliiPalelillskij Sborllik 19-3(削刀)，pp.I86-216，pp.円4-202.
4 IIcrlong，pp.l02・l側.第8草も参照。
s ThC pp.76・77.
~ ThC pp.79・8]，viza S(lI/CI; 17，eot!ori Stlldilae，c.296B. 




































































I ThM p. J48，LG p.214. rシュメオン年代記』は lollt紀後半に成立した年代記であるが、 『シュメ
オン年代記』の名で伝わっている完全な写本はなく、 fテオドシオス=メリテノス年代記J(ThM)、
『レオン=グラマテイコスイF代砧J(仁G)、 『続ゲオルギオス年代記AJ (GCA)などのずi称で残存




代記J~cudo S)-meoM時Isler，Chrollographill，Bυnn，1838 (以下、 Ps.Sym.と略)、 『統ゲオルギオス
作代記BJ (GCB)がある。このうち『続ゲオルギオス年代記sJもミカエル 31lt時代以降の記述。




































7 VIln AmollII JUI1IorI，ムpp.209-21I.:ThMp.I48-149，LG pp.215-2 16. 

















イム一戦を歴任している。すなわちオオリユフ yス家はテオフィロス時代以降も海市と深い関わそれはドメステイコス ・トー ン ・エクスクビトーンとしてタグマタとも深い関係を持っていた。
りを持ち続けていた.
テオフィロスは宮廷内の軍事))をも活用している。例えば日廷内の'tl('H)Jの・角を本いるドウ
ルンガリオス ・テ』ス ・ピグラスに任命されていることがわかる 三人の人物は、みなテオフィロ
ゆえ軍隊に対する世帝の影符}Jは比較的強力だったと考えられる。
汁都に駐屯する陪軍であるタグマタはテオフィロスの時代以降、次第に帝国の践すuの中核をな











_0 c;り L ア;rフィロスの時代には地)Jのみならず、中央の件拍J;'l巨や
宮廷内の軍事hもまた皇帝の強力な支持基盤と化していたのである。その結J具、テオフィロスは









































I ThM p.152，LG p.220. 






テオフィロス時代にも小アジアのテマのストラテーゴスを努めていた。 VilaSal1Cli !oanlici， 
p.365，427.またトレッドゴールドは、テマ ・プーケラリオンのストラテーゴスはテオフィロスの母
)jの従兄弟と巧えている。 Trcadgold，pp.299-3∞，442-443.
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COlIstanluwpolilOlwe( rropylaeul1l adAASS Novembris)，Bruxeles， 1902，c.777・778.
1 ThC pp.174-175. 
3 ThM p.l48，LG p.215. 






Vita Nirefαe Patrici，p.325. とされている。彼とエウスタティオスとは恐らく l仮縁関係がある。
34 
リアがアレクシオス=ムセレと結婚しているのが確必できる唯一の例である。 1Ylの人物が8Ul. 

































1 811t紀末の人物はテマ・アルメニアコンのストラテ ゴース。 10世紀初頭の人物は第8草参照。
2 ThC pp.107-J09，ThM pp.149・150，LGpp.216回218.
3 ThM pp. 1 .50・152，LGpp.218・221.
4ThM p.l50，LG p.218. 
35 
いては、 t.Jrかなことしか確認できない。しかし幸いなことに、中央行政機儲内でも特に重要性
がr~~:i い Jの制定な役臓である.ロゴテテース ・トゥ← ・ドゥロム とエパjレコスについては確
認できる人物が比較的多い。





で、ロゴテテ ス ・ト ゥ ・ドゥロムーの地位を維持したl。テオクテイストスはテオフィロスに
10 とって、 Jt}.も1，;頼のおける側近であった。レオン 51H:の附殺に参)JIした人物の'11で、彼のみが何























1 ThC p.38，148，Gcn.p.23. 
ヱトレッドゴ ルドはお8年頃と考えている。 先述したように838-if・はテオフィロスがムスリム
の市に敗北し、 -時的に政権が動指した時期でもある.それゆえテオクテイストスのロゴテテー




















































































後過した。テマの分割jによって各テマの軍事力が縮小したことも相候って、地Jjのテマによってナマ ・jJルヂィこの持点までに新たにテマ ・ハツラゴニア.1桝 2/843fl~の1J職リ λ トによると、
中央に対抗することはきわめて困難になった。事実テオフィロスの時代以降テマによる反乱は姿20 Fが成U.しCおり、恐ら〈テマ ・カッパドキアも成立していた.さらに後にテマとなるカルシア


















I ~有ItnÆできる品初のアンテュハトλはテオンイロλの踊のアレクシオλームセ レo'fhC p.IOKただ


















































30 ィストスのH昔殺という形で政治的彩響}J の拡大I~成功するのである。換言すれば、lJJ.;:k 1:の皇帝
I ThM p.159，LG p.229，GCA pp.814-815.:Syllaxarillm frcle~iae Cons1afllinopolilollae，c.7T7-γ78. 
2 ThM pp.159・160，LGp.229，GCA p.815. 
、ThMp.lN"入GCAp.gI5. 



























































f従布卜IIJ は、候補布の党派の中核として、政治的・ ílf'J~的桝任)J となったのである。
また、イi)Jfiが弘司?位に就いた後も「従占・問Jと呈:mとのl処l係が終結したのではなかった。整
備された'11僚制が存花していたビザンツ帝国においては、官僚制は~Hiiの行動を制約する要因に








とパシレイオス 1Iltである。すなわちベックによると.ミカエル:~ 1そやパシレイオス l世は自ら
I G.Oslrogt)rsky，Hi山 ryザIIeBYZ(/II1ille SIlIIe，Ncw 8印刷wick，l9o9，p.223.


































I H.・G.8cck.-By/.anli niSUle Gcfolgs<.:baflswesen "，Baye.κAJaU!mie dt:r Wis:.emc".Pllil. HiM.Kl.SilZlllIg:.-
/)ericJue 1何5，S.l・32(以下、Beckと略).ぷ.:id
H地au叩pl除則s幻t泊"ヘ.87.錦{引1965勾)，S.l日1凶-45.ベツクの見解は、渡辺金一氏によって技がl置lにも詳しく紹介され
ている 。 渡辺金一 fコ ンスタンテイノープル千年一帯命劇場一j 、抗波新1~' 、 1985 年、第 6 培 f社
会的流動t'tJ。
2 R.J.H.Jcnkins，"COnSlanllne VlI's Porlr.t.iL Or Michael日iヘsulleliltle /(/ C/as:)'t! d，ωl.ellres el d.白，'Sc-ielι:es



























t シュンパティオスに関してはThMp.l69，LG p.242，GCA p.828，ThC p.205.フォティオスに関して
はThMp.凶8，LGp.240，GCA p.826.フィロテオスに関してはT仙1p.171，LG p.244，GCA p.830.パル
ダスとアンティゴノスに関してはThMp.l“，LGpp.237・238，GCApp.823-824，ThC pp.179・180.ペト
ロゾスは863年にメリテネのエミールが小アジアに侵入してきた際に 1ー.1的にドメステイコス・
トー ン・スコローンに就任し、ムスリムのif{と戦ったとJ5・えられる。ThMp.167，LG pp.238-239，GCA 
pp.824-825. r続テオファネス年代記』にはぺトロナスはトラケシオンのストラテーゴスとして2
放される。 ThCpp.179-184.:cf.Ps.Sym.，p.“6.さらにパルダスの長男(名は不明)は f何万のテマ
のモノストラテーゴスJに就任している。 ThMp.l“，LG p.238，GCA p.824.彼は夫折するものの.
パルダスは一時的にきわめて多くの軍:UJ力を配下に収めていたことになる。
2 ThC p.:!36.:じf.ThCp.205. 
1 パJレダスの1Jのパルダスがコンスタンテイノス=コントミ A テスと鮎時し、コントミュテス性
を名来っている。ThCp. 175.またパルダスの_u.のテオドシアはグベリオス家の出身。 Vila!rel1es，ln:





































I ThC p.J7'2. 






























1 ThC pp.1兜 ・199.
1 Bury(l912)，p.162，n.2. 
1 ThM p. 174，LG p.249，GCA p.835.:cf，P.Karlin-Ha卯Cf，"Michael川釦dMoncy"，sS 50 (1989)，pp. 1-8，p.4-
5. 
‘ThC pp.2α)-202. 




9 ThC p.208，250. 
10 ThM p.174，しGpp.249-250，GCA pp.835-836.:cf.R.Guilland，"Patriccs dcs regncs deTheophile el dcMichel 



































1 Gcn.p.58，ThM p.174，LG p.249，GCA p.835.:cf.Ps.Sym.p.681. 
2 Gcn.pp.57・58.63・64.
3コンスタンテイノス=マニアケスの子のトマスはロゴテテース・ト ''J- ， ドゥロム とー なって





































1 ThM p.I68，しGp.240，GCA p.826. 
3 ThM p.173，しGp.248，GCA p.834. 





































認、できる。 ThMp.lo8，LG pp.2.40-241，GCA pp.826-827. 
2 ThC p.I72. 



























2 ミカエル31と海市に関しては、 1.-B.Bury，"TheNa、叫 Policyof lhc Roman Empirc 10 relau伺 tothe





を収めたことを明らかにした o H.G“f低話E抑Oαl陀，'10scri叩p仰tlO側os hls凶削附幻SIOωO∞付叩午中』巴岱s b句y加加釧1刊tiocs.'お氏ピ"プ，.:，均め助，(';抑ωIti削0仰n 4 
(引19史27η)，♂p仰p.4侶37-46錯8，i凶d
5引(1ゆ92沙91β'30的)，p即p.32幻7-3納，1叫d釘.屯芭'Etl以正郎k脂:ssur I'ep閃O凶ebyi'.anlinc"，Revlle des EtlllJ卸 Gre勾les必(1933)，pp.29る9.:
cf. The Hisloryザal-Tahori. vol.34:Jlc伊ieltIJeclille ，1. L. Kracmcr( lr. )，A加 ny，J兜 9，pp.I46-J47，I64-J65，The
Historyザ oJ-TaJXU1・.vol.35:TIle Crisis 0/ the Abbaid CaJip}，凶 e，G.SaJiba(tr.)，Albany，1985，pp. 9・10.:cf.渡
辺金一 「歴史..e，述におけるピザンツ皇帝の成像と実像-r続テオファネスj第四巻のミハエル3
慨について-Jrヨーロッハ一幹消・社会・文化ーj創文社、 1979年5ト81氏。
3 G.し.Hu、ley:ThcEmpcror Mlchaclllland lhc Balllcof Bishop's Mcadow(A.D.863)ぺGRBS16(1975)，P. 













































































。C.M机 go，"Eud泊 aIngerina，lhc Normans加 dlhc M出立川lanDynasty"，ZRVI 14I15(1973)，pp.17-27 (以
ド、 Mango と附).パ:E.K桁is仙It川n呼ge釘r.J"τ'[加 j戸ung酔eBa俗制5剣ICI白邸 1. und a批cB伽ulほE伊a蹴I陀rcn"γ1"ソ，JOB30(19悌8引1り)，S.13幻7-1ぽヨ却凱).:.二: 
1叫dι.






































4 ThM p.163，LG p.232，GCA p.819.なおThCは実家から直接コンスタンティノープルへ出たとして
いる.
5第7f;i.参!照。




























1 ThC p.230，Gcn.p.78. rゲネシオス年代記』は、パシレイオスとコンスタンティノスが「近縁関係
<Iy;(lO'tElαJにあったとしている.
l ThC pp.226-228. 
3パシレイオスがコンスタンティノープルにやって来たのは 856年の持頃。 N.Acbnt人"L'ageel 
l'ongJn ~ I'empe陀ur8asilc I (867-86)"，B_vz(Olioll 欲J933)，pp.475-.50，p.489.パトラスに赴いたのは
856 <{手の晩春から初夏にかけての頃。 N.Tobias，Basil1(867-86)，The four池 rof Ihc M誕双bnian
Dynaslty:A Sludy of凹Iitiωand mJlllary hislory Oflhc Byzantinc Empire in thc ninth ωntury， Ph. D. thcSIS 
01 Rulgers University，I969，pp.I09-110. 
4 R.J.H.Jα水ins，'寸hcClassi回 JB誕:kgroundof thc Saiplorcs Post Tbωphancm "，DOP 8 (1954 )，pp. l3・
30.pp.27. 
s ThM pp.l60・161，しGp.230，GCA pp.816-817. 

































せたとは認識されていなかっただろう。 cf.K.HopKlns，"ElltcMobility 10 lhc Roman Empll'C"，Prul (Dld 
Presell/ 32( 1 965)，pp.12・26.
2 ThM pp.171-J7I，175-176，LG pp.244，251・:!52，GCApp.829・830，837・838.
3 ConSlantinus VlI，De Cerinw/lis，Bonn， 1829(以下、DcCcr.と略)，ω8.:Photlus，I:pisllI(ae， 189， 1切 .
4 WlOkclmann，S.89・91.
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2 ThM p.l77，LG p.253，GCA pp.839-840. 






7ThM p.l71，LG p.244，GCA p.830. 
8 ThC p.388，ThM p.207，しGp.294，GCA pp.880・881.
56 

































， ThM p.I77，LG pp.253・~54，GCA p.840. 
2 DcCcr.，pp.695-696. 
3 ThM pp.176・177，LGp.~52，GCA p.お8
~ De Strris l吋 bllsdeqlle Miroculis DeiplurJe a FOlllem，AASS Nov.lI (以下、DelpardCと略)，p.総 2D.
なおジェンキンスはこのへレナをパシレイオス 1I伐の娘としている。 JcnlJns，op.cit.，p.28.


































l ThM p.164・165，しGpp.235-237，GCA pp.821・822.
3 ThM p.1俄しGpp.241・242，GCApp.827・8~.
"ThM p.169，しGp.242.GCA p.828. 









































I ThM p.173，LG pp.247-248，GCA pp.お3-835.









































2 ThM p.174，LG pp.249・250，GCAp.835. 
1 ThC pp.208・210，249・251，254・255，ThMpp.L74-175，LG p.250，GCA pp.835・836，Gcn.，pp. 79-80 . 


























I ThM p.176，LG p253.GCA p.839. rシユメオン年代記』にはマリアノスは「ペトロナスの rJ とあ
り、これをパルダスの兄弟のぺトロナスと見なす見解もあるが首什しがたい.H釘long.pI29.Gy.
モラフチクの考えるように、テオフィロス時代のペトロナス=カマテロス(第3市参照)の子と
考えるほうが妥当であろう。 Gy.Moravcsik& R.J.H.JenkinsJ)e Admilli.ctrtllldo Jmperio II:Commell(l1ry， 
Lonwn.1962，p.154.:cf. Winkelm加 n，S.I87・188.なお節9刀0年にエパルコスに就任していたのはパト
リキオスのパウロスなる人物である。 Mansi.c.19，37.44.8J，134， 143， 1.58. 
2 ThM pp.l77・178.しGpp.254-255.GCA p.84I.:cf.TbC pp.261・262.
3869年にはロゴテテース・トゥー・ドゥロムーはパトリキオスのヨハネス.Mansl.c.19，37，44，54，75. 
このヨハネスはパシレイオス 1世の治世来からレオン6世の治1い句初にロゴテテース ・トゥー ・
ドゥロムーだったヨハネス=ハギオポリテスと同一人物の口I能性があるo ThM p.1回.LGp.263、
GCA p.849.Photius.Epislulae.286. 
(ThC pp.255・256.ThMp.176.LG p.253，GCA p.839.Gen.，p.80. 
























トウ F ・プロイムー経験.(f7'Jt'll央政府の要臓を液任 ・聴任する例(あるいはその逆)はミカエル
:~ 1そ時代に限らず、例えば後述するレオン6世時代のヒメリオスのように、本稿で考然している













1 GCB p.17 ，Ps.Sym. ，p.687. 
2 ただし例外として、パシレイオス 1世の兄弟のマリアノスがドメステイコス・トーン・スコロ






































Constanlinus Porphyrogenitus，ω TI附 naJibllS，Vatican ， 1952 (以下、 Themaと略)，pp.97・98.:Lewis.
pp.137・139.
4 ThC pp.302・305.


































4 ThM p. JRI.LG pp.258-259，GCA p.845.一方『続テオファネス年代記』によるとこの遠征には皇帝・
のフロトベスティアリオスのプロコピオス、 トラキアとマケドニアのストラテーゴスのレオン=
アホステュッペスが3&されている。 ThCp.305. rシュメオン年代記』の記述と矛盾しない.
s ThC pp.2“国276，277・279，GCBpp.19・20.パウロ派との戦いに関してはさしあたって、 P.






























I GCB p.J7，Ps.Sym.，p.687. 






に恐らくその後シチリア海域でムスリム艦隊と交戦しているoIbn al-Aur，ln:A. Vastlic¥"，Byzo/lce elles 

































































な役割を果たしている九パアネスはパシレイオス 1~tの腹心として、初期のパシレイオス 1 I険政
権において'11心的な役割を果たしていたと与えられる。彼らに限らず、パシレイオス 11ft時代に
はパシレイオス l世の腹心として活躍した官行が多い。例えば鵠o~r.のシチリア述~lr を指何i した
イアやエフェソスも攻撃されていた。マリアノス(あるいは当時のドメステイコス・ト ンー ・ス
コローン)はパウロ派の軍勢と戦うため小アジアに出埋葬していた可能性もある。 Gen..p.86
1872年頃。 ThMp.J78，しGp.255，GCA p.84l. 
2パシレイオスがヘタイレイアに編入された際のへタイレイアルケスだったアンドレアスと同一
人物と思われる。 ThMp.161，LG p.230，GCA p.817. 
3鵠3年に 一時的にケスタス=ステュピオテスに交代した.しかし彼は例年にタルソスでムスリム






7 Mansl，c.37，44，54，75， 143， 157・158.





































I ThC pp.305-300，ThM p.181，LG pp.258-259，GCA p.845.レオン=アポステュッベス(アポストゥペ
ス)がムスリムとの戦いの際に出切り、プロコピオスが戦死した。 cf.Winkelmann，S.134-135. 
2ThM p.179，LG p.256，GCA pp.842-843.ニコラオス=アンドロサリテス自身はオイコノモスかつシ
ュンケロスとなっている。また他の兄弟たちもパウロスがエピ ・トゥー・サケリウ一、ヨハネス
がドゥルンガリオス ・テース・ピグラスになっている。





然、 !i併と官僚 ・1ft;官たちとの|均係を疎遠にしていく -jjで、官官や家庁官僚の発/1}Jを強めて










































前市でも簡 lì~ に説明したように、パシレイオス 1 1止の政待は陸軍の支持によっても支えられて




ないうえ、 後続行のレオン 6 世に陪軍との結びつきがプラスの張同として締~;r兵されていないから
である。このような芹:見.がどうして生じたのかも、本市では身裂していく。
(1 )小アジア軍事家門の出現
ミカエル:~ 11時代からパシレイオス 1世時代に特徴的なこととして、 lollt紀に有力となり、タ
グマタやイ[)Jなテマの幹部臓を独占するようになる家門の多くが頻繁に資料で，?放されるように
なることがあげられる。マレイノス家やフォーカス家がその例である。こうした -1]Jはパルダス





















1 ThC p.24. 
2マヌエルやパルダスの・肢に|期しては第3章参照。









































1 GCB pp.2ふ2 1.第 5f~第 4 節も参照。
Z
レオン=フォーカス以降のフォーカス家についてはChcynct参照.また第8なも参照。
































30 を形成しつつあったという !J~実を前提としている。またニケフォロス l 世の f十の忠政J のなか












































1 Thcoph. p.486. 
2 P.E.Niavis，77Ie Reigll 01 lhe Byzalllille Emperor NiceplUJrus 1 (AD 802・8J/)，A出ens.1兜7，pp.68-7 4.





































'例えばアナトリコンのストラテーゴスやドメステイコス ・トー ン ・スコローンのlF仰は沼80ノ
ミスマタ。フォイデラトイのトゥルマルケスの年俸は432ノミスマタ。ちなみに一般兵士の年俸
は 1・ 1 2 ノミスマタ。また 91叱紀中盤の[~家収入は約 33 万ノミスマタ。 S凶tc Financcs，pp.98・110.


































































いずれとも決しがたい。しかし屯要なのはレオンがミカエル 3~貨の子か、パシレイオス 1 世の子
かという問題ではなく、当時の人々から、レオンはミカエル3世の子であるという疑念を抱かれ
ていた点である。 rシュメオン年代記』などの 10世紀の年代記3にレオンがミカエル3世の子で
'ThC p.235，ThM p.169，LG p.242，GCA p.828. 
2 第5市:第 l館I参!問。































180，LG p.258，GCA p.845. 
I ThC p.345，ThM p.174，LG p.249，GCA p.お5.













































Z レオンの逮捕もサンタパレノスの凶動。 ThMpp.181-182，LG pp.2笈~261 ，GCA pp.845-847.:cf.ThC 
pp.348・351.







































I ThM pp.181・182ムGp.261 ，GCA pp.847-848，GCB p.24. 
2第5章参照。
3Thル1p.182，LG pp.260-261，GCA p.847. 
4 ThM p.l83，LG p.262，GCA p.848.:cf.ThC pp.351・352.
S The Hislory 01 al-Thari vol.37:The waragoI1lSllhe 7Aり;e凶日M主的1刊匂限:.)，AI加iI1)'，I987，p.J怠


































I TbM p.I83.LG pp.262・263.GCApp.848-849. 
2 ThM p.I86，LG p.266，GCA p.852. 
3 VE p.5. 
4 VE p.7川 Mp.I83.LG p.263，GCA p.849. 
5 VE p.7.ThM p.I86.LG p.2“.GCA p.853. 




































3 ThM pp.181・182，LGp.270，GCA p.856. 
4 ThM p.l91，LG p.273，GCA p.859. 
5 ThM pp.190・191，LGp.273，GCA p.859. 































I GCB p.28，ThC pp.359-3ω.ThCはレオン6世からコンスタンティノス 7世の復棋にいたるまでの
部分は『シュメオン年代，:~J のB系統を借用しており、内容的に GCB にきわめて近い。
2 VE pp.49引，ThMpp.l90・191，しGpp.271・273，GCApp.858-859. 






































がパフラゴニアの所領に反っている。 T協1p.204，LG p.29I，GCA p.877. 
2 ThC p.165.: rスキユリツエス年代記』ではこの人物もアンドロニコスとされているが年代的に
首肯しがたい。 Scyl.p.92.
3 A.Vogt，"Lajcunωse dc Leon V 1 le sagc"，Revue His1Qrique 174{ I 934)，pp.389-428，pp.420-421. 
‘E. Tmpp(ed.)，Digel1es Akri1e.f:synoplisc"e AlIsgabe dera]1tSlen Venionen、.Wlcn、1971(Z vcrston)，1.455-457 
P.P.Ka1onaros(叫.)，DigenesAkriles，Athcns， 1941 (Andros version) ，1.487-49 1.






































3 GCB p.33，ThC pp.368-369. 
































2 ThC p.374，DAI cb.ヌ).:cf.Vannier，pp.22-24. 
3 ThM p.195，しGpp.279・280，GCApp.865・866，GCBp.33，ThC pp.370-37 1.
~ VE p.ll.:R.J.H.Jenkins，"A NOleon lbe .P-atriarchNicholas MySlicus"，Acta AllNqua Soe"fiarum f{j削~garicae
2(1 963)，pp. ]45-147. 
5ThM pp.184-185，LG pp.263・265，GCApp850-852.:cf.A.Vogt，op.cit.，Winkelmann，S.73・75.
6 ThM p. 1 97，LG pp.281・282，GCApp.867-868，DAI ch.50白



























第て点11 として、 111~での支持者の中に、後のロマノス 1 1そ時代に政権の中核をなした人々と
|到述のある人物が合まれていることも注目に値する。例えばコンスタンテイノス=リプスはロマ
ノス l枇時代にドゥルンガリオス ・トゥー ・プロイムーを究めた人物5か、あるいはその一族であ
I ThM pp.202・204，しopp.2綬S・291，GCApp.874-877. 
『タパリ年代記』によると、彼はコンスタンティノス 7世の母万の，駅父o The HiSloryoJal・Ta加ri





4 OCB p.28，ThC p.359.彼は資料によってレオン=カタコイラス、レオン=カタキュラスなどと表
記される。カタコイラス(Kα叩 Koi^-ac)は当時の発音ではカタキュラスとほぼ同じになる。彼がフ
ォティオスの叶矢であることは『エウテュミオス伝』に報告されている。 VEp.ll ，DcCcr.，p.456. 






























I ThM p.182，しop.2ω，OCA p.846. 
1 ThM p.215.227，OCA pp.891・892舟 8.
J ThM p.237，LO p.329.GCA p.92J. 
4ThM p.同6.LGp.267.0CA p.853. 
5 ThM p.202.LO p.288，GCA p.874. 



































I R.J.H.Jcnlans:Tbc‘Aight' of Samonasぺ:H.・J.KUhn，Dit'bYl.l1"tillische Armee im 10. und 11. JahrluuulRrt: 
Stlldien Zlr OrgallisatIfJII derTagllulIa， Wlcn，l ~月 I ，S.ω8.
2 R.Guilland，op.αt. ，pp.304-305. rシュメオン年代記』には彼の家門名はカラマロスとある。 ThM
p.I92.しGp.275，GCA p.861. 
3 VE pp.109-113. 
4第3草参照i.
S ThM pp.ぽ7ぺ88，しGpp.268-269，GCA pp.854戸855.:aJ-Taban，op.cil.，p.181. 
(， Hcr1ong，p.274. 































I TbM p.193，LG p.277，GCA p.863. 
2 ThM p.I96，LG p.280，GCA p.866，DeCer.，p.651，Vita SOIlCtoe Theoctistae Lωbiae，ln:AASS Nov.JV 
1 925.pp.221・233，p.227.
3 ThM p.l負えしGp.281 ，GCA p.867， Va'iiliev，p.43. 
4 ThM p.l99，しGp.285，GCA p.870. 




































IC仁R.J.H.Jcnkins，"LeoCb開。sphaclCSand lhe Sar蹴 nVi7ier"，Recueil des lravalx de I'Jnsf;tuf d' EJudes 
byzollfilles 8( 1963)，pp.167・175.
2 ThM p.ゆ2，しGp.275，GCA pp.861・862.:cf.VE pp.67-69. 
3 ThM p.ICゆ，LGp.285，GCA p.871.アレクサンドロスは在位13ヶ月で没した.
4ThM p.l99・2∞，LGpp.285-286，GCA pp.871-872 . 
.5 VE p.133.ThM p.205，しGp.292，GCA p.878. 


































































920 ロマノス l世は 919年にクーデターによって政維を強得し、マノス 1Iltレカヘノスである。
年には9.情として即位する。そして内外の困難な状況を打破して944if-にJfるまでお年問、ピザ































































































































I ThM p.205，LG pp.292・293.GCApp.878-879. 
Z 正確に言うならば、反乱の収拾後一時的にテオフィロス=ドミニコスがへタイレイアルケスに
就任する。だが彼はパラコイモメノスのコンスタンティノスと対立してすぐに失脚し、ヨハネス
=ガリダスがヘタイレイアルケスに再任される.ThM p.205，LG pp.292・293.GCApp.878-879. 
3 ThM p.205，lβp.293，GCA p.879. 
4 レオン=フォーカスのドメステイコス・トーン・スコローン在任が確認できるのは917年であ
るが、恐らくゾエ=カルポノプシナの復権後ほどなくして就任したと考えられる。彼は恐らくレ






































に同調していたようである。 ThMpp.204-205.LG pp.291-292.GCA pp.877-878.:cf.Fine.pp.142-148. 
3 ThM p.207.LG p.294.GCA pp.部0・881.:cf.Runciman，p.13l.
4 ThM p.206，207.LG pp.293.294-295，GCA p.879.881. 
5 ThM pp.207・208，LGp.295，GCA pp.881・882.






































I ThM p.I78，LG p.255，GCA p.84l. 
2 Deiparae，p.回7.:Photius，Epistulae，21.
3 ロマノス=レカペノスの故郷がテマ・アルメニアコンであったことは rシュメオン年代記』に







































。ThMp.208，LG p.296，GCA p.部 2.
1 Scyl.pp.204-205. 
3 ThM p.208，LG p.296，GCA p.882. 
4 ThM pp.208-209，LG pp.2%・297，GCAp.883. 











































































I ThM p.212.LG p.30¥ .GCA p.887. 
1 ThM p.:!14，LG pp.3ω-304，GCA p.890. 
) ThC p.426.彼の父は:富裕な宮廷官僚だったとも f続テオフアネス年代記』は報告している・
4 ThM p.215，LG p.305.GCA p.892. 
S Vilo Sallcli Mic!Uleli Maleilli，in:Revue de I'Orie1l1 Clveliel 7( I卯 2).pp.549・ヌ洛，pp.55O・551・
(， Hcrlong，p.159・ミカエル=マレイノスが駒3年の生まれであることを巧えると、アドラレストス
が920年代にドメステイコス・トーン・スコローンを努めていた、というのは考えにくい。







































1 ThM p.212，LG pp.301-302，GCA pp.舘 7・888.
3 ThM pp.212引 3，しGpp.302・303.GCApp.888-889. 
4 ThM p.213，LG p.3a.GCA pp.889・890.
s ThM p.2¥4.LG pp.303-304.GCA p.890. 




































I ThM p.215，LG p.305，GCA p.892. 
2 ThM p.2l6，LO p.306，GCA p.893. 
1 cr.Fmc，pp. 150・157.
4ThM pp.234・235，LGpp.325-326，GCA pp.918-919. 

































コス ・トー ン ・スコローンとしてタグマタを信仰していたのはヨハネスユクルクアスである。彼





4 ThM p.207，LG p.295，GCA p.881. 




































I ThM p.218，しG pp.3悌~3ω，GCA pp.896-8タ7.
1 ThC p.428，DAI ch.45. 










































I ThM p.219，LG pp.309・310，GCApp.897-898. 
2 al・Makill，in:Vお ilicv.pp.1槌・191，p. 189.:cf.Lewls，p.149，Runclman，p. 137. 








































3 ThM p.216，LG pp.306-307.GCA pp.8句・894.


































5 ThM p.2J I，LG p.3∞，GCA p.槌6.彼にはレンタキオスという一族がいた・ ThMp.2J5，GCA pp.89J・
892.これはミカエル3世時代末期のプロトベスティアリオスであるレンタキオスσhM pp.174-
1 75，LG p.250，GCA p.836.)を惣起させる。彼はパシレイオス 1世によって罷免されている.
6 ThM p.23I，LG p.322，GCA p.913. 
7ThM pp.233・234，GCApp.916・917.
8 Bury(1911)，pp.29・33，R.GUlland，"O吋redcsMaIlres"，EEBS 39/40( 19721乃)，pp.I4-28.
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????????????????1 ThM p.223，しGp.314-315，GCA p.903. 
1 ThM p.219，LG p.310，GCA p.898. 
、ThMp.223，LG p.314.GCA p.902. 
4 ThM p.235.Lメ}p.327，GCA pp.919・促O.彼は934年の農民対策新法の起草者。
5ThM p.223.LG pp.3 14-3 15.GCA p.903. 
6 ThM p.238.LG p.330，GCA p.923. 
7 ThM p.231，234，LG pp.322・323，325，GCApp.913・914，917.
IIThM pp.225四226，LGp.31ふ317，GCApp.90S-卯7.
















































































I ThM p.234，236，LG p.32S，328，GCA pp.917・918，921.
































しなければならない。 ThMp.237，LG pp.328-329，GCA p.92l. 
2 Vila Saleti Lllcae JUIlIoris，in:PG J 1 l，l863，c.41 J-480，c.465.:cf.R.J.H.Jcnkms:Thc Dalc of lhc Sla¥' 
Rcvolt in Pcloponnese Unar Romanus l"，in:Late C/ωisicaf olld Met.5eva/ Studies，19S5，pp.204-21I，p.210. 
ただしこのホトス=アルギュロスはロマノス l慌時代初期のドメステイコス ・トーン・スコロー
ンではなく、 958年にドメステイコス ・トー ン ・エクスクピトーンを努めていたホトスーアルギ
ュロス(ThCpp.462・463，Ps.Sym.，p.756)と同一人物である可能性もある。
.) ThM p.236，237，しGp.328，329，GCA p.921. 
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